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社会保障の抜本見直しを

浪花おふくろ投信代表取締役

石津 史子

７
月

日
に
衆
議
院
が

解
散
し
、
公
示
前
の
政
治

活
動
が
活
発
だ
。
具
体
的

事
象
を
挙
げ
て
、
国
民
の

不
安
に
直
接
応
え
る
政
策

を
披
露
し
て
、
政
党
色
を

出
そ
う
と
躍
起
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
集
大
成
で
あ
る

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
も
続
々
公

表
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

選
挙
に
際
し
、
国
民
が

重
視
す
る
政
策
の
一
つ
が

「
年
金
」
で
あ
る
。
人
生

年
も
視
野
に
入
り
、
老

後
の
生
活
費
と
し
て
年
金

へ
の
期
待
は
高
ま
る
ば
か

り
だ
が
、
当
の
年
金
制
度

は
過
去
の
不
手
際
・
不
祥

事
等
の
清
算
に
追
わ
れ
、

改
正
も
小
手
先
で
旧
態
依

然
な
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が

歳

前
後
で
結
婚
し
、
離
婚
せ

ず
、
夫
は
正
社
員
と
し
て

年
以
上
働
く
。
妻
は
専

業
主
婦
で
２
、
３
人
子
ど

も
を
生
み
育
て
、
定
年
退

職
後
は
夫
婦
２
人
で
年
金

生
活
を
送
る
…
…
と
い
う

家
族
が
モ
デ
ル
で
あ
る
。

す
で
に
、
平
均
初
婚
年

齢（
人
口
動
態
統
計
概
況
）

は
夫

・
２
歳
、
妻
は

・
５
歳
（

年
は
夫

・

９
歳
、
妻

・
２
歳
）
に

上
昇
し
て
い
る
し
、
生
涯

未
婚
率
も
男
性

・

％
、
女
性
７
・

％
（
人

口
統
計
資
料
集

）
に
な

っ
た
。
周
囲
に
は
探
す
ま

で
も
な
く
バ
ツ
イ
チ
さ
ん

が
い
る
し
、
雇
用
の
方
は

も
っ
と
深
刻
で
、
も
は
や

年
功
序
列
賃
金
・
終
身
雇

用
制
度
に
守
ら
れ
て
働
き

続
け
る
こ
と
が
難
し
い
。

ま
た
、
専
業
主
婦
は
減

り
、
共
働
き
家
庭
が
増
え

た
が
、
彼
ら
が
安
心
し
て

子
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環

境
整
備
は
後
手
に
回
り
、

年
以
降
ず
っ
と
合
計
特

殊
出
生
率
は
２
を
割
り
込

ん
で
推
移
し
て
い
る
。

社
会
保
障
が
国
民
生
活

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

で
あ
る
以
上
、
多
様
化
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
適

応
で
き
る
フ
ラ
ッ
ト
で
持

続
可
能
な
制
度
で
な
け
れ

ば
国
民
の
納
得
も
信
頼
も

得
ら
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら

国
が
進
む
方
向
を
し
っ
か

り
定
め
て
、
横
断
的
か
つ

抜
本
的
に
制
度
を
見
直
す

必
要
が
あ
ろ
う
。
将
来
へ

の
不
安
が
減
れ
ば
、
貯
蓄

か
ら
消
費
に
お
金
は
回

る
。


